
矯正治療をご希望の方へ

 アライナー矯正治療
受診ナビ

　患者さんに見せて活用するアラ
イナー矯正治療説明ガイド＆症例
集。事前に伝えたい治療のしくみや
適応、注意点、メリット・デメリット
などの情報を、絵解きでやさしく解
説。さらに患者さんの矯正治療の検
討に際し、症状に似たケースの治療
前後が見られる30症例を収載。症例
には「for Dentist」と称して治療計
画やデジタルシミュレーションの
ポイント・留意点も付記。患者説明
時の活用はもちろん、歯科医師の学
びにもなる１冊。
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たとえば、本書はこんな使い方ができます。
□ 治療のしくみなどの解説ページを、患者さんに見せながら説明する

アライナー矯正治療とは❶

「アライナー矯正治療」は、
透明なマウスピース型の装置（アライナー）を
歯に装着して、歯並びを整えていく治療法です。
形の異なるアライナーを定期的に取りかえ、
歯を理想的な位置へ移動させていきます。

1

装着

　患者さん専用のアライナー（マウスピース型の装置）を作ります。厚さ0.5㎜ほどのプラス
チック（ポリウレタン）でできた装置です。その装置で歯を覆い、優しい力をかけ続けて歯
を移動させていきます。装置は透明なため、矯正治療をしていることが気づかれにくいです。
また、食事や歯磨きのときには、装置をご自身で取り外すことができます。
　

アライナー（マウスピース型の装置）
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□ 患者さんの口腔状態にもっとも近い症例を見せて、治療前後をイメージしてもらう

□ 各症例に記載の「治療計画、デジタルシミュレーションの
ポイント」を歯科医師の診療に活かす

叢　生反対咬合非抜歯

症例

下あごが出ている受け口

2ヵ月後
●アタッチメントを設置し、アライナーとアラ
イナーチューイの使用を開始（7日おきに交
換、1日20時間使用）

3ヵ月後
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用の
輪ゴム）の使用を開始（1日20時間使用）
●アライナーを毎日一定時間使用することを
確認し、以降2ヵ月に一度の間隔で通院
●毎回の診察時に必要な部位に IPR（歯と歯
の間の研磨）を行う

1年3ヵ月後
●前歯のねじれの改善と噛み合わせの微調
整のため、追加アライナーを製作

1年10ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

初診時（17歳2ヵ月） 主な治療の経過（初診から）

10
患者
DATA

性別・年齢（初診時）女性・17歳2ヵ月

主訴 受け口、下あごが前に出ている

症状 反対咬合、下顎前突、叢生

診断 Angle III級 反対咬合

【専門用語解説】
ର咬合（Μͨいこうごう）＊下の歯が上の歯よりも著しく前に出て噛み合っている状態。
叢生（そうせい）＊ふぞろいな歯並び。歯が重なりあったり乱れて並んだ状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

症例提示者：牧野正志／まきの歯列矯正クリニック

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
アライナー矯正では、比較的成功率が高い III級顎間ゴムを固定源にした下顎臼
歯の順次的な遠心移動を行う。顎間ゴムは牽引力を増大させるため、大臼歯のカ
ットと犬歯のプレシジョンカット（顎間ゴムをかける切れ込み）の距離をできるだ
け離している。

初回のアライナーで確実に前歯の被蓋改善ができるように IPRも施行し、下顎前
歯を余分に舌側移動させている。よって治療後のデジタルシミュレーションでは、
オーバージェットが大きくなっている。

上顎前歯は歯根ごと唇側移動してしまうことを防ぐため、歯周組織をみて歯冠の
傾斜移動になるよう歯軸を調整している。

上顎前歯の捻転は、被蓋改善後に追加アライナーにて調整することにして、前歯
にアタッチメントは設置していない。

治療計画
患者さんは他県からの通院であったため、緊急処置の少ないマウスピース型装
置による矯正治療を選択。

下顎の前方突出による骨格性要因の強い反対咬合であるが、患者さんは外科的
矯正治療を希望せず、矯正治療単独でのカムフラージュ治療（骨格性問題を歯性
の移動で解決する治療）を希望。

上顎前歯の叢生は前方拡大をさせながら改善し、下顎臼歯の遠心移動とIPRで得
られた空隙に下顎前歯を舌側移動させ、反対咬合を改善させる。

下顎第三大臼歯は正常方向に萌出が予測されるため保存する。しかし、初回のア
ライナーで反対咬合の改善がみられなかった場合は、下顎の後方領域を増やす
ために抜歯を検討する。

動画でCheck!
シミュレーション
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叢　生反対咬合非抜歯

症例

下あごが出ている受け口

2ヵ月後
●アタッチメントを設置し、アライナーとアラ
イナーチューイの使用を開始（7日おきに交
換、1日20時間使用）

3ヵ月後
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用の
輪ゴム）の使用を開始（1日20時間使用）
●アライナーを毎日一定時間使用することを
確認し、以降2ヵ月に一度の間隔で通院
●毎回の診察時に必要な部位に IPR（歯と歯
の間の研磨）を行う

1年3ヵ月後
●前歯のねじれの改善と噛み合わせの微調
整のため、追加アライナーを製作

1年10ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

初診時（17歳2ヵ月） 主な治療の経過（初診から）
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症状 反対咬合、下顎前突、叢生

診断 Angle III級 反対咬合

【専門用語解説】
ର咬合（Μͨいこうごう）＊下の歯が上の歯よりも著しく前に出て噛み合っている状態。
叢生（そうせい）＊ふぞろいな歯並び。歯が重なりあったり乱れて並んだ状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

症例提示者：牧野正志／まきの歯列矯正クリニック

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後
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アライナー矯正では、比較的成功率が高い III級顎間ゴムを固定源にした下顎臼
歯の順次的な遠心移動を行う。顎間ゴムは牽引力を増大させるため、大臼歯のカ
ットと犬歯のプレシジョンカット（顎間ゴムをかける切れ込み）の距離をできるだ
け離している。

初回のアライナーで確実に前歯の被蓋改善ができるように IPRも施行し、下顎前
歯を余分に舌側移動させている。よって治療後のデジタルシミュレーションでは、
オーバージェットが大きくなっている。

上顎前歯は歯根ごと唇側移動してしまうことを防ぐため、歯周組織をみて歯冠の
傾斜移動になるよう歯軸を調整している。

上顎前歯の捻転は、被蓋改善後に追加アライナーにて調整することにして、前歯
にアタッチメントは設置していない。

治療計画
患者さんは他県からの通院であったため、緊急処置の少ないマウスピース型装
置による矯正治療を選択。

下顎の前方突出による骨格性要因の強い反対咬合であるが、患者さんは外科的
矯正治療を希望せず、矯正治療単独でのカムフラージュ治療（骨格性問題を歯性
の移動で解決する治療）を希望。

上顎前歯の叢生は前方拡大をさせながら改善し、下顎臼歯の遠心移動とIPRで得
られた空隙に下顎前歯を舌側移動させ、反対咬合を改善させる。

下顎第三大臼歯は正常方向に萌出が予測されるため保存する。しかし、初回のア
ライナーで反対咬合の改善がみられなかった場合は、下顎の後方領域を増やす
ために抜歯を検討する。

動画でCheck!
シミュレーション
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診断 Angle III級 反対咬合

【専門用語解説】
ର咬合（Μͨいこうごう）
叢生（そうせい）
アライナーチューイ

【専門用語解説】
ର咬合（Μͨいこうごう）
叢生（そうせい）
アライナーチューイ

初診時（41歳1ヵ月）

ディスタライザー上顎前突非抜歯

症例

正中のずれと出っ歯（補助装置併用）

4ヵ月後
●上あごにディスタライザー（奥歯を後ろに
動かす装置）、下あごにアライナーとアライナ
ーチューイの使用を開始（10日おきに交換、
1日20時間使用）
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用
の輪ゴム）の使用を開始（1日20時間使用）

5ヵ月後
●アタッチメントを設置し、アライナーの交
換を7日おきに変更（1日20時間使用）
●アライナーを毎日一定時間使用することを
確認し、以降2ヵ月に一度の間隔で通院

10ヵ月後
●奥歯の噛み合わせの関係が改善したため、
ディスタライザーを撤去
●上あごもアライナーへ変更するため、追加
アライナーを製作

1年7ヵ月後
●噛み合わせの調整のため、2回目の追加ア
ライナーを製作

2年4ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

主な治療の経過（初診から）

8
患者
DATA

性別・年齢（初診時） 女性・41歳1ヵ月

主訴 前歯が出ている、噛み合わせが深い、口元が
やや出ている

症状 オーバージェットが大きい、上下正中線の不一
致、左側臼歯部交叉咬合

診断 左側臼歯部交叉咬合をともなうAngleⅡ級

【専門用語解説】
交叉咬合（こうさこうごう）＊上の歯が下の歯の内側になって噛み合っている状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

症例提示者：東野良治／神保町矯正歯科クリニック

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

治療計画
患者さんは治療上の効率と審美性の高い装置を希望されたため、ディスタライザ
ー（カリエールモーション）とマウスピース型装置による矯正装置を選択。

上顎はカリエールモーション、下顎はアライナー装置を使用し、Ⅱ級からⅠ級へ
の大臼歯関係改善と左側臼歯部交叉咬合を改善させる。この際必要な顎間ゴム
は終日使用とし、多数歯の同時移動となるため牽引力は強めを選択する。

顎間ゴムを長期間かつ強い牽引力で使用するため、下顎前歯部歯肉退縮などの
副反応に留意しながら治療する。

治療上の難所である上下顎大臼歯関係の改善後、上顎もアライナー装置へ移行
する。

動画でCheck!
シミュレーション

初回のデジタルシミュレーションでは、アライナーの着脱を容易にするために小
さなアタッチメントの使用を推奨するが、本ケースでは 7の舌側転位を改善させ
る必要があるため、第一・第二大臼歯には長方形アタッチメントを設置する。

Ⅱ級顎間ゴムの長期使用による下顎前歯の歯肉退縮を防ぐため、下顎前歯に
IPRを設定する。

2回目のデジタルシミュレーションでは、ある程度配列が完了した下顎歯列に合
わせて上顎歯列を配列する。

3回目のデジタルシミュレーションでは、上下正中線を一致させるために上顎は
左側のみ IPR、下顎は右側のみ IPRを行う。また、左側はⅡ級顎間ゴム、右側はⅢ
級顎間ゴムとする。

前歯早期接触による臼歯離開予防として、すべてのデジタルシミュレーションに
バイトランプを設置する。

デジタルシミュレーションに IPRを設置することから、最後3にバーチャルCチェ
ーン（隣接歯のコンタクトをきつくするアライナー）を組み込む。

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎にカリエールモーションを使用するため、アライナーは下顎のみから開始する。

58

初診時（41歳1ヵ月）

ディスタライザー上顎前突非抜歯

症例

正中のずれと出っ歯（補助装置併用）

4ヵ月後
●上あごにディスタライザー（奥歯を後ろに
動かす装置）、下あごにアライナーとアライナ
ーチューイの使用を開始（10日おきに交換、
1日20時間使用）
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用
の輪ゴム）の使用を開始（1日20時間使用）

5ヵ月後
●アタッチメントを設置し、アライナーの交
換を7日おきに変更（1日20時間使用）
●アライナーを毎日一定時間使用することを
確認し、以降2ヵ月に一度の間隔で通院

10ヵ月後
●奥歯の噛み合わせの関係が改善したため、
ディスタライザーを撤去
●上あごもアライナーへ変更するため、追加
アライナーを製作

1年7ヵ月後
●噛み合わせの調整のため、2回目の追加ア
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●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

主な治療の経過（初診から）
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患者さんは治療上の効率と審美性の高い装置を希望されたため、ディスタライザ
ー（カリエールモーション）とマウスピース型装置による矯正装置を選択。

上顎はカリエールモーション、下顎はアライナー装置を使用し、Ⅱ級からⅠ級へ
の大臼歯関係改善と左側臼歯部交叉咬合を改善させる。この際必要な顎間ゴム
は終日使用とし、多数歯の同時移動となるため牽引力は強めを選択する。

顎間ゴムを長期間かつ強い牽引力で使用するため、下顎前歯部歯肉退縮などの
副反応に留意しながら治療する。

治療上の難所である上下顎大臼歯関係の改善後、上顎もアライナー装置へ移行
する。

動画でCheck!
シミュレーション

初回のデジタルシミュレーションでは、アライナーの着脱を容易にするために小
さなアタッチメントの使用を推奨するが、本ケースでは 7の舌側転位を改善させ
る必要があるため、第一・第二大臼歯には長方形アタッチメントを設置する。

Ⅱ級顎間ゴムの長期使用による下顎前歯の歯肉退縮を防ぐため、下顎前歯に
IPRを設定する。

2回目のデジタルシミュレーションでは、ある程度配列が完了した下顎歯列に合
わせて上顎歯列を配列する。

3回目のデジタルシミュレーションでは、上下正中線を一致させるために上顎は
左側のみ IPR、下顎は右側のみ IPRを行う。また、左側はⅡ級顎間ゴム、右側はⅢ
級顎間ゴムとする。

前歯早期接触による臼歯離開予防として、すべてのデジタルシミュレーションに
バイトランプを設置する。

デジタルシミュレーションに IPRを設置することから、最後3にバーチャルCチェ
ーン（隣接歯のコンタクトをきつくするアライナー）を組み込む。

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎にカリエールモーションを使用するため、アライナーは下顎のみから開始する。
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致、左側臼歯部交叉咬合
診断 左側臼歯部交叉咬合をともなうAngleⅡ級

【専門用語解説】
交叉咬合（こうさこうごう）
アライナーチューイ

診断 左側臼歯部交叉咬合をともなうAngleⅡ級

【専門用語解説】
交叉咬合（こうさこうごう）
アライナーチューイ

※非抜歯……親知らずの抜歯は除きます。

上顎前突 遠隔診療非抜歯※

症例

前歯のデコボコと軽度の出っ歯

2ヵ月後
●アライナーとアライナーチューイの使用を
開始（1日20～22時間使用）
●左上の親知らずを抜歯
3ヵ月後
● IPR（歯と歯の間の研磨）を行う
●アタッチメントを設置し、3枚目以降のア
ライナーの使用を開始（5日おきに交換、1日
20～22時間使用）
●アライナーの交換ごとに、モニタリングツ
ールを使用してお口の写真撮影を行うことを
確認し、経過に問題がなければ製作したアラ
イナーの使用完了まで継続してもらう（次回
来院はアライナー使用完了時を予定）
●顎間ゴム（取り外しのできる矯正治療用の
輪ゴム）の使用を開始（1日20～22時間使用）
10ヵ月後
●前歯の突出感のさらなる改善と噛み合わせ
の調整のため、追加アライナーを製作
1年5ヵ月後
●噛み合わせの調整のため、2回目の追加ア
ライナーを製作 (7日おきに交換、1日20～
22時間使用）
1年9ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

初診時（22歳5ヵ月） 主な治療の経過（初診から）

5
患者
DATA

性別・年齢（初診時）女性・22歳5ヵ月

主訴 前歯が出ている

症状 上顎前歯の唇側傾斜、オーバージェットが大き
い、上下正中線の不一致

診断 Angle Ⅱ級 上顎前突

【専門用語解説】
্ֺલಥ（ ΐ͡う͕ͥ͘ Μͱͭ）＊上の歯が下の歯よりも著しく前に出ている状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。
ϞχλϦϯάπーϧ＊スマートフォンでお口の状態を撮影し、専用のアプリをとおして、担当
歯科医師がオンライン上で経過を見ることができる遠隔診療ツール。

症例提示者：岡野修一郎／Aligner Studio

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎遠心移動に際し、歯科矯正用アンカースクリューを使用しない場合、ステー
ジング（個々の歯の移動様式）やアタッチメントデザインによらずⅡ級顎間ゴム
の使用は必須である。

Ⅱ級顎間ゴムを使用するため 4 4にボタンとアタッチメントを設置する。双方を
併用することで、望ましくない捻転により矯正力が減衰することを避け、効率よく
矯正力を発揮することができる。

下顎前歯に IPRを入れ舌側に移動することで、Ⅱ級顎間ゴムの反作用により下顎
前歯が頬側へフレアリングして歯肉退縮を起こすリスクをできるだけ抑える。

5は、捻転の改善をともなう挺出を必要とする難易度の高い移動になるため、ア
タッチメントを設置する。

ステージングは、基本的に順次的な上顎遠心移動であるが、第二小臼歯から第二
大臼歯にかけては段階的に歯を動かすのではなく、ユニットにしステージの序盤
で同時に移動させる様式とする。

治療計画
患者さんは、審美的観点からマウスピース型装置による矯正治療を希望。また可
能な限り非抜歯での治療を求めている。

口腔内所見および側貌セファロ分析から上顎前歯歯軸の唇側傾斜を認めた。骨
格については上顎前突傾向が認められた。

非抜歯にて上顎遠心移動を行い、オーバージェットの改善およびⅠ級関係の獲得
を狙う。特に左側は上顎前突傾向が強いため、遠心移動量を確保し上下正中線
を合わせる。

8は、遠心移動の妨げになるため、治療開始前に抜歯する。

遠心移動量が多い治療計画のため、途中で小臼歯抜歯 (特に左側 )の可能性があ
ることを患者さんから同意を得る。

動画でCheck!
シミュレーション

46 ※非抜歯……親知らずの抜歯は除きます。

上顎前突 遠隔診療非抜歯※

症例

前歯のデコボコと軽度の出っ歯

2ヵ月後
●アライナーとアライナーチューイの使用を
開始（1日20～22時間使用）
●左上の親知らずを抜歯
3ヵ月後
● IPR（歯と歯の間の研磨）を行う
●アタッチメントを設置し、3枚目以降のア
ライナーの使用を開始（5日おきに交換、1日
20～22時間使用）
●アライナーの交換ごとに、モニタリングツ
ールを使用してお口の写真撮影を行うことを
確認し、経過に問題がなければ製作したアラ
イナーの使用完了まで継続してもらう（次回
来院はアライナー使用完了時を予定）
●顎間ゴム（取り外しのできる矯正治療用の
輪ゴム）の使用を開始（1日20～22時間使用）
10ヵ月後
●前歯の突出感のさらなる改善と噛み合わせ
の調整のため、追加アライナーを製作
1年5ヵ月後
●噛み合わせの調整のため、2回目の追加ア
ライナーを製作 (7日おきに交換、1日20～
22時間使用）
1年9ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

初診時（22歳5ヵ月） 主な治療の経過（初診から）

5
患者
DATA

性別・年齢（初診時）女性・22歳5ヵ月

主訴 前歯が出ている

症状 上顎前歯の唇側傾斜、オーバージェットが大き
い、上下正中線の不一致

診断 Angle Ⅱ級 上顎前突

【専門用語解説】
্ֺલಥ（ ΐ͡う͕ͥ͘ Μͱͭ）＊上の歯が下の歯よりも著しく前に出ている状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。
ϞχλϦϯάπーϧ＊スマートフォンでお口の状態を撮影し、専用のアプリをとおして、担当
歯科医師がオンライン上で経過を見ることができる遠隔診療ツール。

症例提示者：岡野修一郎／Aligner Studio

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎遠心移動に際し、歯科矯正用アンカースクリューを使用しない場合、ステー
ジング（個々の歯の移動様式）やアタッチメントデザインによらずⅡ級顎間ゴム
の使用は必須である。

Ⅱ級顎間ゴムを使用するため 4 4にボタンとアタッチメントを設置する。双方を
併用することで、望ましくない捻転により矯正力が減衰することを避け、効率よく
矯正力を発揮することができる。

下顎前歯に IPRを入れ舌側に移動することで、Ⅱ級顎間ゴムの反作用により下顎
前歯が頬側へフレアリングして歯肉退縮を起こすリスクをできるだけ抑える。

5は、捻転の改善をともなう挺出を必要とする難易度の高い移動になるため、ア
タッチメントを設置する。

ステージングは、基本的に順次的な上顎遠心移動であるが、第二小臼歯から第二
大臼歯にかけては段階的に歯を動かすのではなく、ユニットにしステージの序盤
で同時に移動させる様式とする。

治療計画
患者さんは、審美的観点からマウスピース型装置による矯正治療を希望。また可
能な限り非抜歯での治療を求めている。

口腔内所見および側貌セファロ分析から上顎前歯歯軸の唇側傾斜を認めた。骨
格については上顎前突傾向が認められた。

非抜歯にて上顎遠心移動を行い、オーバージェットの改善およびⅠ級関係の獲得
を狙う。特に左側は上顎前突傾向が強いため、遠心移動量を確保し上下正中線
を合わせる。

8は、遠心移動の妨げになるため、治療開始前に抜歯する。

遠心移動量が多い治療計画のため、途中で小臼歯抜歯 (特に左側 )の可能性があ
ることを患者さんから同意を得る。

動画でCheck!
シミュレーション
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診断 Angle Ⅱ級 上顎前突

【専門用語解説】
্ֺલಥ（ ΐ͡う͕ͥ͘ Μͱͭ）
アライナーチューイ
ϞχλϦϯάπーϧ
歯科医師がオンライン上で経過を見ることができる遠隔診療ツ

【専門用語解説】
্ֺલಥ（ ΐ͡う͕ͥ͘ Μͱͭ）
アライナーチューイ
ϞχλϦϯάπーϧ
歯科医師がオンライン上で経過を見ることができる遠隔診療ツ

	

初診時（14歳0ヵ月）

空隙歯列過蓋咬合非抜歯

症例

深い噛み合わせとすきっ歯❷

1ヵ月後
● IPR（歯と歯の間の研磨）を行う
●アタッチメントを設置し、アライナーとアラ
イナーチューイの使用を開始（10日おきに交
換、1日20時間使用）
●アライナーを毎日一定時間使用することを
確認し、以降2ヵ月に一度の間隔で通院

4ヵ月後
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用
の輪ゴム）の使用を開始（終日使用）

1年1ヵ月後
●正

せい

中
ちゅう

離
り

開
かい

（上前歯のすき間）の閉鎖と噛み
合わせの調整のため、追加アライナーを製作

1年6ヵ月後
●アタッチメントを撤去

1年7ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●リテーナー（後戻り防止装置）を装着

主な治療の経過（初診から）

4
患者さん
DATA

性別・年齢（初診時）女性・14歳0ヵ月

主訴 上前歯がすきっ歯、噛み合わせが悪い

症状 過蓋咬合、正中離開、上顎前歯唇側傾斜、上唇
の突出

診断 正中離開をともなう過蓋咬合

【専門用語解説】
ա֖咬合（͔͕いこうごう）＊上下の前歯が深く噛み合っている状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

	

症例提示者：岩田直晃／アールエフ矯正歯科

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

治療計画
患者さんは、矯正治療中の審美的観点からマウスピース型装置による矯正治療
を希望。

口腔内所見から上顎前歯部の空隙と過蓋咬合を認めた。側貌セファロ分析では
骨格および下顎前歯の歯軸は正常範囲であり、上顎前歯の前突および唇側傾斜
が認められた。

大臼歯関係は I級であることから、上顎前歯の後方移動および下顎前歯の圧下を
非抜歯にて計画。

上顎前歯部の空隙は前歯を後方移動させることで閉鎖し、その際、前歯部の垂直
的被蓋が深くならないようアライナーに圧下力を付与する。

上顎前歯の後方移動中は、大臼歯関係を維持するため必要に応じてII級顎間ゴ
ムを併用する。

第三大臼歯については、歯胚形成中のため矯正治療後に改めて判断する。

動画でCheck!
シミュレーション

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎前歯の後方移動および空隙閉鎖においては上顎の咬合平面を維持し、オー
バーバイトが深くならないよう設計する。

過蓋咬合の改善は下顎前歯部の圧下にて行うが、その際前歯と犬歯を分けて移
動させることでそれぞれを固定源として使用する。さらに下顎臼歯部にもアタッ
チメントを設置することでアライナーで歯をしっかり把持し、固定源をより強固
にする。

上顎前歯の後方移動時に発生する臼歯の望まない近心移動を予防する目的で、
II級顎間ゴムを使用できるよう設計している。

過剰なオーバーバイト、オーバージェットが認められるため、デジタルシミュレー
ション上ではオーバーバイト0mm、オーバージェット1.0mmとオーバーコレク
ションしている。

ステージング（個々の歯の移動様式）については、一度にすべての歯を移動させ
る様式とする。
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初診時（14歳0ヵ月）

空隙歯列過蓋咬合非抜歯

症例

深い噛み合わせとすきっ歯❷

1ヵ月後
● IPR（歯と歯の間の研磨）を行う
●アタッチメントを設置し、アライナーとアラ
イナーチューイの使用を開始（10日おきに交
換、1日20時間使用）
●アライナーを毎日一定時間使用することを
確認し、以降2ヵ月に一度の間隔で通院

4ヵ月後
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用
の輪ゴム）の使用を開始（終日使用）

1年1ヵ月後
●正

せい

中
ちゅう

離
り

開
かい

（上前歯のすき間）の閉鎖と噛み
合わせの調整のため、追加アライナーを製作

1年6ヵ月後
●アタッチメントを撤去

1年7ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●リテーナー（後戻り防止装置）を装着

主な治療の経過（初診から）

4
患者さん
DATA

性別・年齢（初診時）女性・14歳0ヵ月

主訴 上前歯がすきっ歯、噛み合わせが悪い

症状 過蓋咬合、正中離開、上顎前歯唇側傾斜、上唇
の突出

診断 正中離開をともなう過蓋咬合

【専門用語解説】
ա֖咬合（͔͕いこうごう）＊上下の前歯が深く噛み合っている状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

	

症例提示者：岩田直晃／アールエフ矯正歯科

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

治療計画
患者さんは、矯正治療中の審美的観点からマウスピース型装置による矯正治療
を希望。

口腔内所見から上顎前歯部の空隙と過蓋咬合を認めた。側貌セファロ分析では
骨格および下顎前歯の歯軸は正常範囲であり、上顎前歯の前突および唇側傾斜
が認められた。

大臼歯関係は I級であることから、上顎前歯の後方移動および下顎前歯の圧下を
非抜歯にて計画。

上顎前歯部の空隙は前歯を後方移動させることで閉鎖し、その際、前歯部の垂直
的被蓋が深くならないようアライナーに圧下力を付与する。

上顎前歯の後方移動中は、大臼歯関係を維持するため必要に応じてII級顎間ゴ
ムを併用する。

第三大臼歯については、歯胚形成中のため矯正治療後に改めて判断する。

動画でCheck!
シミュレーション

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎前歯の後方移動および空隙閉鎖においては上顎の咬合平面を維持し、オー
バーバイトが深くならないよう設計する。

過蓋咬合の改善は下顎前歯部の圧下にて行うが、その際前歯と犬歯を分けて移
動させることでそれぞれを固定源として使用する。さらに下顎臼歯部にもアタッ
チメントを設置することでアライナーで歯をしっかり把持し、固定源をより強固
にする。

上顎前歯の後方移動時に発生する臼歯の望まない近心移動を予防する目的で、
II級顎間ゴムを使用できるよう設計している。

過剰なオーバーバイト、オーバージェットが認められるため、デジタルシミュレー
ション上ではオーバーバイト0mm、オーバージェット1.0mmとオーバーコレク
ションしている。

ステージング（個々の歯の移動様式）については、一度にすべての歯を移動させ
る様式とする。
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診断 正中離開をともなう過蓋咬合

【専門用語解説】
ա֖咬合（͔͕いこうごう）
アライナーチューイ

【専門用語解説】
ա֖咬合（͔͕いこうごう）
アライナーチューイ

初診時（24歳5ヵ月）

叢　生 交叉咬合非抜歯

症例

上下の前歯のデコボコ❶

0ヵ月
●アライナーとアライナーチューイの使用を
開始（14日おきに交換、1日20時間使用）

1ヵ月後
●アライナーとアライナーチューイの使用が
十分できていることを確認し、アタッチメン
トを設置（7日おきにアライナーを交換、1日
20時間使用）。以降2ヵ月に一度の間隔で通
院

7ヵ月後
●右下、左右上の親知らずを抜歯
●噛み合わせの調整のため、追加アライナー
を製作
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用の
輪ゴム）を使用を開始（1日20時間使用）

12ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

主な治療の経過（初診から）

1
　患者
DATA

性別・年齢（初診時） 女性・24歳5ヵ月

主訴 前歯がふぞろい

症状 上下顎犬歯低位唇側転位、上顎側切歯交叉咬
合

診断 Angle I級 叢生

【専門用語解説】
交叉咬合（こうさこうごう）＊上の歯が下の歯の内側になって噛み合っている状態。
叢生（そうせい）＊ふぞろいな歯並び。歯が重なりあったり乱れて並んだ状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

症例提示者：山澤秀彦／目白歯科矯正歯科

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上下顎ともに狭い歯列弓形態は、幅径の拡大を行うことでアーチ型に改善する。

1 1は舌側傾斜をしているので、歯根のみの舌側への移動を大きめに付与しオ
ーバーコレクションを加えるようにしている。

上顎前歯舌側傾斜改善のため、アライナーの唇側切縁付近にパワーリッジ（アラ
イナーの内面に向かう突起）の設置を行う。

正貌のスマイル写真より、上顎前歯の露出が大きいため上顎前歯の圧下にオー
バーコレクションを加えて行う。

舌側転位している 2 2のコントロールは難しくアンフィットを起こしやすいため、
アタッチメントは必ず設置をする。

治療計画
患者さんは、知人がワイヤー矯正装置にて治療をしているのを見て、見た目の悪
さと歯磨きが大変そうとのことでマウスピース型装置による矯正治療を希望。

健康な歯を抜歯することに強い抵抗があることから、非抜歯による治療を行う。

非抜歯による治療の場合、口元の突出感の改善はできないことを説明して了承
を得た。

大臼歯関係は I級のため、叢生改善のためのスペースは上下顎歯列の拡大とIPR
を行い確保する。

CT検査の結果から、歯列の拡大量は上下顎とも片側1.5mm行い、歯槽骨から
逸脱しないようにする。

IPR量を上顎は第二小臼歯間で0.5mm、下顎は第一大臼歯間で0.5mm行い、
歯槽骨から逸脱しないようにする。

動画でCheck!
シミュレーション
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デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎前歯の後方移動および空隙閉鎖においては上顎の咬合平面を維持し、オ
バイトが深くならないよう設計する。

過蓋咬合の改善は下顎前歯部の圧下にて行うが、その際前歯と犬歯を分けて移
動させることでそれぞれを固定源として使用する。さらに下顎臼歯部にもアタッ
チメントを設置することでアライナ
にする。

上顎前歯の後方移動時に発生する臼歯の望まない近心移動を予防する目的で、
級顎間ゴムを使用できるよう設計している。

過剰なオ
ション上ではオ
ションしている。

ー
る様式とする。

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上顎前歯の後方移動および空隙閉鎖においては上顎の咬合平面を維持し、オ
バイトが深くならないよう設計する。

過蓋咬合の改善は下顎前歯部の圧下にて行うが、その際前歯と犬歯を分けて移
動させることでそれぞれを固定源として使用する。さらに下顎臼歯部にもアタッ
チメントを設置することでアライナ
にする。

上顎前歯の後方移動時に発生する臼歯の望まない近心移動を予防する目的で、
級顎間ゴムを使用できるよう設計している。

過剰なオ
ション上ではオ
ションしている。

ー
る様式とする。

初診時（24歳5ヵ月）

叢　生 交叉咬合非抜歯

症例

上下の前歯がデコボコ❶

0ヵ月後
●アライナーとアライナーチューイの使用を
開始（14日おきに交換、1日20時間使用）

1ヵ月後
●アライナーとアライナーチューイの使用が
十分できていることを確認し、アタッチメン
トを設置（7日おきにアライナーを交換、1日
20時間使用）。以降2ヵ月に一度の間隔で通
院

7ヵ月後
●右下、左右上の親知らずを抜歯
●噛み合わせの調整のため、追加アライナー
を製作
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用の
輪ゴム）を使用を開始（1日20時間使用）

12ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

主な治療の経過（初診から）

1
患者さん
DATA

性別・年齢（初診時） 女性・24歳5ヵ月

主訴 前歯がふぞろい

症状 上下顎犬歯低位唇側転位、上顎側切歯交叉咬
合

診断 Angle I級 叢生

【専門用語解説】
交叉咬合（こうさこうごう）＊上の歯が下の歯の内側になって噛み合っている状態。
叢生（そうせい）＊ふぞろいな歯並び。歯が重なりあったり乱れて並んだ状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

症例提示者：山澤秀彦／目白歯科矯正歯科

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上下顎ともに狭い歯列弓形態は、幅径の拡大を行うことでアーチ型に改善する。

1 1は舌側傾斜をしているので、歯根のみの舌側への移動を大きめに付与しオ
ーバーコレクションを加えるようにしている。

上顎前歯舌側傾斜改善のため、アライナーの唇側切縁付近にパワーリッジ（アラ
イナーの内面に向かう突起）の設置を行う。

正貌のスマイル写真より、上顎前歯の露出が大きいため上顎前歯の圧下にオー
バーコレクションを加えて行う。

舌側転位している 2 2のコントロールは難しくアンフィットを起こしやすいため、
アタッチメントは必ず設置をする。

治療計画
患者さんは、知人がワイヤー矯正装置にて治療をしているのを見て、見た目の悪
さと歯磨きが大変そうとのことでマウスピース型装置による矯正治療を希望。

健康な歯を抜歯することに強い抵抗があることから、非抜歯による治療を行う。

非抜歯による治療の場合、口元の突出感の改善はできないことを説明して了承
を得た。

大臼歯関係は I級のため、叢生改善のためのスペースは上下顎歯列の拡大とIPR
を行い確保する。

CT検査の結果から、歯列の拡大量は上下顎とも片側1.5mm行い、歯槽骨から
逸脱しないようにする。

IPR量を上顎は第二小臼歯間で0.5mm、下顎は第一大臼歯間で0.5mm行い、
歯槽骨から逸脱しないようにする。
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シミュレーション
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各症例には、
デジタルシミュレーション

動画付き！
初診時（24歳5ヵ月）

叢　生 交叉咬合非抜歯

症例

上下の前歯がデコボコ❶

0ヵ月後
●アライナーとアライナーチューイの使用を
開始（14日おきに交換、1日20時間使用）

1ヵ月後
●アライナーとアライナーチューイの使用が
十分できていることを確認し、アタッチメン
トを設置（7日おきにアライナーを交換、1日
20時間使用）。以降2ヵ月に一度の間隔で通
院

7ヵ月後
●右下、左右上の親知らずを抜歯
●噛み合わせの調整のため、追加アライナー
を製作
●顎

がっ

間
かん

ゴム（取り外しのできる矯正治療用の
輪ゴム）を使用を開始（1日20時間使用）

12ヵ月後
●歯並び、噛み合わせを確認し、治療を終了
●アタッチメントを撤去し、リテーナー（後戻
り防止装置）を装着

主な治療の経過（初診から）

1
患者さん
DATA

性別・年齢（初診時） 女性・24歳5ヵ月

主訴 前歯がふぞろい

症状 上下顎犬歯低位唇側転位、上顎側切歯交叉咬
合

診断 Angle I級 叢生

【専門用語解説】
交叉咬合（こうさこうごう）＊上の歯が下の歯の内側になって噛み合っている状態。
叢生（そうせい）＊ふぞろいな歯並び。歯が重なりあったり乱れて並んだ状態。
アライナーチューイ＊マウスピースの適合をよくするために噛みこむ、弾性のある補助器具。

症例提示者：山澤秀彦／目白歯科矯正歯科

デジタルシミュレーション

for Dentist

移動前

治療後

デジタルシミュレーションのポイント・留意点
上下顎ともに狭い歯列弓形態は、幅径の拡大を行うことでアーチ型に改善する。

1 1は舌側傾斜をしているので、歯根のみの舌側への移動を大きめに付与しオ
ーバーコレクションを加えるようにしている。

上顎前歯舌側傾斜改善のため、アライナーの唇側切縁付近にパワーリッジ（アラ
イナーの内面に向かう突起）の設置を行う。

正貌のスマイル写真より、上顎前歯の露出が大きいため上顎前歯の圧下にオー
バーコレクションを加えて行う。

舌側転位している 2 2のコントロールは難しくアンフィットを起こしやすいため、
アタッチメントは必ず設置をする。

治療計画
患者さんは、知人がワイヤー矯正装置にて治療をしているのを見て、見た目の悪
さと歯磨きが大変そうとのことでマウスピース型装置による矯正治療を希望。

健康な歯を抜歯することに強い抵抗があることから、非抜歯による治療を行う。

非抜歯による治療の場合、口元の突出感の改善はできないことを説明して了承
を得た。

大臼歯関係は I級のため、叢生改善のためのスペースは上下顎歯列の拡大とIPR
を行い確保する。

CT検査の結果から、歯列の拡大量は上下顎とも片側1.5mm行い、歯槽骨から
逸脱しないようにする。

IPR量を上顎は第二小臼歯間で0.5mm、下顎は第一大臼歯間で0.5mm行い、
歯槽骨から逸脱しないようにする。

動画でCheck!
シミュレーション

31

この他……

□ 超入門者がアライナー矯
正治療の全体像を把握する
□  待合室に置いて、患者さ
んに興味を持ってもらう
など

30症例
収載！
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